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年 12 月 21 日）
「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特
別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要










































































































































いた DL は、戦略性の高い AL 型授業でないと
これら高次の認知機能を引き出せず、実現でき
ないとして、ここに DAL の必然性を捉えてい






































































































た。20 世紀末の 1997 年には、各個人が社会
に有意義に参加し、その社会が持続していく
ための鍵となる能力、キー・コンピテンシー
を確かめる DeSeCo（Definition and Selection 
of Competencies） プ ロ ジ ェ ク ト（2003 年 ま
で）と、リテラシーとしてその一部を測定する













































































































































































































































































































































業務の適正化に向けて」（2016 年 6 月）5 といっ
た策定に従うことで本当に改善されていくのだ
ろうか。
子どもたちが元気に遊び、よく（アクティブ
に？）学ぶ社会を誰しも望むはずだからと、子
どもたちにも、大学生にも、そして教師にも、
まずはアクティブ（能動的、主体的、積極的）
であれということでいいのかもしれない。だが、
この国の実状として、少子高齢化が確実に進行
し、さまざまな現場で労働力が不足から枯渇に
向かう兆しさえ明らかななか、不景気な話題は
避け、現在世代が将来世代に委ねる多大な負荷
から目を逸らし、成熟社会と称して、なお「成長」
に向けて積極性を煽り立てる必要があるのだろ
うか。各答申の基調は、いくらか偏っているの
ではないだろうか。グローバルな成長に「主体
的に対応」するばかりではなく、「成長の限界」
を直視しながら、別の選択肢を試行錯誤するこ
ともまた重要なのではないだろうか。
「成長の限界」を見据えながら、「成長途上」
にあり、「成長を喜ぶ」子どもたち（次世代）
に向き合うのは、教育に携わる者にとって著し
く困難なことかもしれない。
しかし、いま必要なことは、目標、内容、方
法を周到に携え、本腰を入れて子どもたちを統
制することなのだろうか。むしろ、批判的思考
力を醸成する「ゆとり」をともにつくり出す「ゆ
とり」こそ、「子どもを救う」（そして将来をつ
くる）ささやかな一歩になるのではないだろう
か。
講義型教職科目には、「アクティブ・ラーニ
ング」の視点のみではなく、そのような視点も
あっていいはずである。
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